
文
献
と
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合

六
七

文
献
と
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合

│
│ 

江
島
縁
起
を
起
点
に 

│
│

田
中
　
亜
美

一
、
は
じ
め
に

　

弁
才
天（
１
）は
、
イ
ン
ド
の
河
や
弁
舌
の
神
で
あ
る
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
弁
才
天
の
姿
は
、『
金
光

明
経
』
や
そ
の
異
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
等
に
拠
る
八
臂
像
と
、『
大
日
経
』
に
基
づ
く
胎
蔵
曼
荼
羅
で
の
二
臂
像（
２
）と
を
基
本
と
す
る
が
、

日
本
で
は
中
世
以
後
、
疑
偽
経
典
に
拠
る
宇
賀
弁
才
天
像
が
多
く
造
ら
れ
た
。
像
の
変
遷
と
並
ん
で
、
弁
才
天
と
他
の
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習

合
が
進
み
、
各
地
の
寺
社
や
霊
山
に
ま
つ
わ
る
縁
起
に
も
、
弁
才
天
と
他
尊
と
の
習
合
が
説
か
れ
た
。
そ
の
一
例
が
江
島
縁
起
で
あ
る
。

　

真
名
本
『
江
島
縁
起
』
を
始
め
と
す
る
江
島
縁
起
諸
本
は
、
高
僧
た
ち
が
江
の
島
を
訪
れ
、
弁
才
天
の
顕
現
を
拝
し
た
こ
と
を
説
く
。
そ
の

中
で
弁
才
天
の
本
地
仏
が
明
か
さ
れ
る
が
、
一
つ
の
縁
起
の
中
で
も
場
面
ご
と
に
異
な
る
本
地
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、
諸
本
間
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
で
明
か
さ
れ
る
本
地
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

弁
才
天
信
仰
及
び
弁
才
天
像
に
関
す
る
研
究
は
数
多
い
が
、
近
年
の
網
羅
的
な
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
鳥
谷
武
史
氏
の
も
の（
３
）が
挙
げ
ら
れ

る
。
鳥
谷
氏
は
日
本
に
お
け
る
弁
才
天
像
を
分
類
し
た
う
え
で
、
特
に
宇
賀
弁
才
天
、
さ
ら
に
天
川
の
十
臂
弁
才
天
に
つ
い
て
儀
軌
と
比
較
し

な
が
ら
詳
細
に
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
江
島
縁
起
を
「
弁
才
天
像
の
変
革
期
に
お
け
る
信
仰
」
が
表
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
内
容
を
分
析

し
、
縁
起
諸
本
に
見
え
る
弁
才
天
の
姿
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。
田
中
貴
子
氏（
４
）は
中
世
の
説
話
集
や
本
地
物
に
見
え
る
弁
才
天
・
龍
女
・
吉
祥
天

に
つ
い
て
、
女
身
の
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
し
て
共
通
の
役
割
を
果
た
し
た
り
、
と
き
に
「
姉
妹
」
と
し
て
連
環
を
成
す
こ
と
を
指
摘
す
る
。

222



六
八

　

宇
賀
弁
才
天
信
仰
に
つ
い
て
は
、
山
本
ひ
ろ
子
氏
の
研
究（
５
）が
画
期
と
い
え
る
。『
渓
嵐
拾
葉
集
』
を
起
点
に
、
比
叡
山
に
お
け
る
宇
賀
弁
才

天
信
仰
に
つ
い
て
、
疑
偽
経
典
や
儀
軌
の
説
を
引
き
な
が
ら
論
じ
る
。
宇
賀
神
が
持
つ
蛇
体
の
意
味
や
、
愛
染
明
王
と
の
関
連
な
ど
、
宇
賀
弁

才
天
信
仰
の
特
異
な
説
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
宇
賀
弁
才
天
信
仰
を
図
像
の
面
か
ら
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
中
島
彩
花
氏
の
一
連

の
研
究（
６
）が
あ
る
。
中
島
氏
は
天
川
弁
才
天
曼
荼
羅
・
日
吉
山
王
曼
荼
羅
に
描
か
れ
た
弁
才
天
の
姿
を
、
東
密
・
台
密
の
教
説
か
ら
論
じ
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
に
見
え
る
弁
才
天
と
堅
牢
地
神
の
同
体
説
に
着
目
し
、
弁
才
天
・
功
徳
天
・
堅
牢
地
神

が
同
体
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た（
７
）。
先
行
研
究
で
も
、
弁
才
天
・
宇
賀
神
と
、
龍
女
・
荒
神
・
ダ
キ
ニ
天
・
大
黒
天
な
ど
と
の
同
体
説

に
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
世
の
日
本
に
お
い
て
、
各
地
に
祀
ら
れ
た
弁
才
天
の
本
地
に
、
ど
の
よ
う
な
仏
・
菩
薩
が
配
当
さ
れ
て

い
た
か
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
考
究
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
弁
才
天
が
祀
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
固
有
の
信
仰
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
信
仰
が
伝
播
し
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
繋
が
ろ
う
。
小

稿
で
は
、
江
島
縁
起
を
起
点
と
し
て
、
弁
才
天
と
諸
仏
・
菩
薩
と
の
習
合
お
よ
び
同
体
説
に
つ
い
て
、
文
献
と
造
像
例
か
ら
検
討
す
る
。
ま

た
、
江
島
縁
起
に
見
え
る
釈
迦
・
阿
弥
陀
と
の
習
合
に
つ
い
て
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
な
ど
の
記
述
と
比
較
し
、
そ
の
成
立
背
景
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

二
、
江
島
縁
起
諸
本
に
お
け
る
弁
才
天
と
他
尊
の
習
合

二

－

一
、
江
島
縁
起
諸
本

　

江
島
縁
起
の
主
な
諸
本
に
は
、
真
名
本
・
仮
名
本
の
二
系
統
と
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
所
収
の
江
島
縁
起
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
島

の
出
現
と
弁
才
天
の
鎮
座
は
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

江
の
島
の
出
現
以
前
、
深
沢
と
い
う
大
き
な
湖
が
あ
り
、
五
頭
龍
が
棲
ん
で
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
。
あ
る
と
き
弁
才
天
が
天
女
の
姿
で

出
現
し
、
眷
属
た
ち
と
共
に
江
の
島
を
造
る
。
そ
こ
に
降
り
た
弁
才
天
を
見
て
五
頭
龍
は
愛
欲
を
抱
く
が
、
弁
才
天
は
龍
を
拒
絶
す
る
。

龍
が
弁
才
天
の
教
え
に
よ
り
悪
業
を
止
め
仏
法
を
護
持
す
る
こ
と
を
誓
う
と
、
弁
才
天
は
龍
を
受
け
入
れ
る
。
こ
の
弁
才
天
が
江
島
明
神

221



文
献
と
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合

六
九

で
あ
り
、
そ
の
後
龍
は
龍
口
山
と
な
る
。

　

こ
れ
に
続
い
て
高
僧
た
ち
の
来
島
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
と
順
序
に
は
諸
本
間
で
異
同
が
あ
り
、
後
掲
﹇
表
１
﹈
に
示
し
た
。
諸
本
の

詳
細
な
書
誌
は
、
拙
稿（
８
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

小
稿
で
は
以
下
の
諸
本
に
つ
い
て
、
弁
才
天
と
他
の
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合
が
説
か
れ
る
箇
所
を
比
較
す
る
。

〇
真
名
本
系
統

　

諸
本
中
最
古
に
あ
た
る
、
元
亨
三
年
（
一
三
三
三
）
の
奥
付
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
金
沢
文
庫
保
管
『
相
州
津
村
江
之
島
弁
財
天
縁
起
』

が
あ
る
。
た
だ
し
落
丁
が
大
き
く
、
残
存
す
る
文
は
次
の
【
真
名
本
】
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
小
稿
で
は
比
較
対
象
か
ら
除
い
た
。

【
真
名
本
】
江
島
神
社
蔵
『
江
島
縁
起
』（
漢
文
）

　

奥
書
に
は
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
に
旧
本
か
ら
書
写
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
享
録
四
年
（
一
五
三
一
）
に
転
写
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る

が
、
さ
ら
に
転
写
を
経
た
可
能
性
が
あ
り
、
写
本
年
代
は
江
戸
時
代
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〇
仮
名
本
系
統

【
岩
本
院
本
】
岩
本
楼（
９
）蔵
『
江
島
五
巻
縁
起
』（
漢
字
仮
名
交
り
）
※
絵
巻
物

　

絵
巻
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
、
画
風
か
ら
室
町
時
代
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る）
10
（

。
詞
書
は
真
名
本
を
踏
ま
え
、
そ
の
上
で
多
く
の
修
飾
を
加

え
て
い
る
。

【
江
島
神
社
本
】
江
島
神
社
蔵
『
江
島
縁
起
』（
漢
字
仮
名
交
り
）
※
絵
巻
物

　

江
戸
時
代
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
詞
書
は
岩
本
院
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
、
ほ
と
ん
ど
が
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

【
上
之
宮
縁
起
】
江
島
神
社
蔵
『
相
州
得
瑞
島
上
之
宮
縁
起
』　

漢
字
仮
名
交
り
文　

一
巻　

　

構
成
は
岩
本
院
本
・
江
島
神
社
本
と
概
ね
共
通
す
る
が
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
や
宇
賀
弁
才
天
信
仰
を
記
す
疑
偽
経
典
の
引
用
、『
太
平
記
』

に
見
え
る
北
条
時
政
の
逸
話
を
記
す
こ
と
な
ど
、
他
本
と
異
な
る
特
徴
も
多
い
。
写
本
年
代
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
と
推
定
さ
れ
る）
11
（

。

〇
渓
嵐
拾
葉
集

【
渓
嵐
拾
葉
集
】『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
七
「
弁
財
天
縁
起
」
江
島
縁
起
事
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七
〇

　

光
宗
に
よ
る
、
比
叡
山
周
辺
の
口
伝
を
収
集
し
た
百
科
事
典
的
性
質
の
資
料
で
あ
る
。
撰
述
は
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
わ
た

る
。
巻
三
十
六
が
「
弁
財
天
法
秘
決
」、
巻
三
十
七
が
「
弁
財
天
縁
起
」
で
、「
弁
財
天
縁
起
」
に
は
天
川
・
厳
島
・
竹
生
島
・
江
の
島
の
縁
起

と
、
こ
の
四
所
に
箕
面
・
脊
振
山
を
加
え
六
所
弁
才
天
と
す
る
こ
と
が
見
え
る
。

　

三
系
統
の
内
容
を
簡
略
に
示
し
た
の
が
﹇
表
１
﹈
で
あ
る
。
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14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

皇
慶
に
よ
る
縁
起
撰
述
・

そ
の
後
の
書
承

安
然
秘
所
記

安
然
和
尚
記

ｇ　

安
然
来
島

ｆ　

円
仁
来
島

ｅ　

空
海
来
島

道
智
来
島

ｃ　

泰
澄
来
島

ｂ　

役
行
者
来
島

龍
口
明
神
の
成
立

ａ　

島
の
出
現
・
悪
龍
教
化

真
名
本

ｈ　

慈
悲
上
人
良
真
（
上
之
宮
縁
起
で
は
栄
西
）

の
来
島
・
渡
宋
と
遷
宮

安
然
和
尚
記

ｇ　

安
然
来
島

ｆ　

円
仁
来
島

ｅ　

空
海
来
島

道
智
来
島

ｃ　

泰
澄
来
島

ｂ　

役
行
者
来
島

龍
口
明
神
の
成
立

ａ　

島
の
出
現
・
悪
龍
教
化

仮
名
本
（
岩
本
院
本
・

江
島
神
社
本
・
上
之
宮
縁
起
）

龍
口
明
神
の
成
立

安
然
碑
文

ｇ　

安
然
来
島

ｆ　

円
仁
来
島

ｅ　

空
海
来
島

ｄ　

最
澄
来
島

道
智
来
島

ｂ　

役
行
者
来
島

ｃ　

泰
澄
来
島

ａ　

島
の
出
現
・
悪
龍
教
化

渓
嵐
拾
葉
集

［
表
１
］
江
島
縁
起
諸
本
の
内
容
構
成



文
献
と
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合

七
一

二

－

二
、
江
島
縁
起
諸
本
に
お
け
る
弁
才
天
の
本
地
・
習
合
関
係

　
﹇
表
１
﹈
で
は
、
弁
才
天
の
本
地
説
や
習
合
関
係
が
窺
え
る
場
面
を
灰
色
で
示
し
た
。
以
下
、
ａ
〜
ｈ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
つ
い
て
、
諸

本
の
本
文
を
掲
げ
、
語
句
の
典
拠
お
よ
び
用
例
を
①
〜
⑫
と
し
て
適
宜
引
き
な
が
ら
、
弁
才
天
の
本
地
は
何
と
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
仏
・
菩
薩
・
神
が
弁
才
天
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
な
お
、
江
島
神
社
本
は
岩
本
院
本
と
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
、
こ
こ
で

は
割
愛
し
た
。
ま
た
上
之
宮
縁
起
に
つ
い
て
も
、
記
述
の
内
容
が
岩
本
院
本
と
ほ
ぼ
同
じ
場
合
は
省
略
し
た
。

ａ　

島
の
成
立
・
悪
龍
教
化

　
【
真
名
本
】
是
即
弁
才
天
女
之
応
作
、
無
熱
池
龍
王
之
第
三
之
娘

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

也
。

　
【
岩
本
院
本
】
こ
れ
弁
才
天
女
の
応
作
、
無
熱
池
龍
王
第
三
の
娘

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
閻
羅
大
王
の
姉

0

0

0

0

0

0

、
婆
蘇
大
天
の
妹

0

0

0

0

0

0

也
。

　
【
上
之
宮
縁
起
】
又
夫
天
女
の
因
縁
を
と
ふ
ら
へ
は
、
往
劫
よ
り
天
に
お
ゐ
て
ハ
日
輪
の
中
に
在
て
四
州
の
暗
を
て
ら
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
地
に
於
は
阿
那

0

0

婆
龍
王
の
女

0

0

0

0

0

と
成
て
龍
福
を
世
界
に
ほ
ど
こ
し
、
仙
境
に
於
ゐ
て
ハ
婆
蘇
仙
王
の
妹

0

0

0

0

0

0

と
成
て
不
老
不
死
の
益
を
な
し
、
冥
府
に
於
は
閻
羅

0

0

法
王
の
姉

0

0

0

0

と
成
て
夭
を
除
寿
を
あ
た
ふ
。

　
【
渓
嵐
拾
葉
集
】
右
に
相
当
す
る
文
な
し
。

　

真
名
本
・
仮
名
本
は
、
弁
才
天
を
無
熱
池
龍
王
（
阿
那
婆
龍
王
）
の
娘
と
す
る
。
特
に
上
之
宮
縁
起
以
外
は
い
ず
れ
も
、
た
だ
娘
と
す
る
だ

け
で
な
く
、
第
三
の
娘
と
す
る
。
無
熱
池
龍
王
（
阿
那
婆
龍
王
）
は
八
大
龍
王
の
一
体
に
数
え
ら
れ
る
。〈
龍
王
の
三
女
〉
は
日
本
中
世
の
説

話
に
数
多
く
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
娑
竭
羅
龍
王
の
娘
を
原
型
と
す
る
。

①
『
法
華
経
』
巻
四
・
提
婆
達
多
品
﹇
大
正
九

－

三
五
中）
12
（

﹈

文
殊
師
利
言
、
有
二
娑
竭
羅
龍
王
女
一
。
年
始
八
歳
、
智
慧
利
根
善
知
二
衆
生
諸
根
行
業
一
。

　
『
法
華
経
』
に
お
い
て
女
人
・
畜
類
・
年
少
で
あ
り
な
が
ら
成
仏
し
た
こ
と
が
説
か
れ
る
こ
の
龍
女
が
、
日
本
に
お
い
て
様
々
な
女
神
と
習

合
し
、
あ
る
い
は
そ
の
姉
妹
と
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
既
に
田
中
貴
子
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
長
門
本
『
平
家
物

語
』
巻
五
・
厳
島
明
神
事
で
は
、
厳
島
明
神
を
娑
竭
羅
龍
王
の
三
番
目
の
娘
で
あ
り
、
姉
に
『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
の
龍
女
と
神
功
皇
后
を

持
つ
と
す
る）
13
（

。
中
世
の
陰
陽
道
書
で
あ
る
『
簠
簋
内
伝
』
な
ど
に
見
え
る
牛
頭
天
王
の
説
話
で
も
、
牛
頭
天
王
の
妃
と
な
る
頗
梨
采
女
は
娑
竭
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七
二

羅
龍
王
の
三
女
だ
と
さ
れ
る
。
厳
島
明
神
も
頗
梨
采
女
も
、
龍
女
と
さ
れ
る
と
同
時
に
弁
才
天
と
の
同
体
説
が
説
か
れ
る
神
で
あ
る
。
江
島
縁

起
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
弁
才
天
を
娑
竭
羅
龍
王
で
は
な
く
無
熱
池
龍
王
の
娘
と
す
る
の
は
珍
し
い
。
こ
れ
は
、
空
海

に
仮
託
さ
れ
た
『
御
遺
告
』
に
お
い
て
、
空
海
が
神
泉
苑
で
祈
雨
法
を
行
っ
た
と
き
出
現
し
た
善
如
龍
王
が
、
無
熱
池
に
棲
む
龍
王
だ
と
さ
れ

る
こ
と
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う）
14
（

。
真
名
本
系
統
に
見
え
る
〈
閻
羅
大
王
の
姉
〉〈
婆
蘇
大
天
の
妹
〉
は
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
弁
才
天
を
讃

え
る
偈
頌
に
由
来
す
る
。

②
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
八
・
大
弁
才
天
女
品
﹇
大
正
一
六

－
四
三
七
上
﹈

敬
礼
天
女
那
羅
延
、（
中
略
）
現
為
二
閻
羅
之
長
姉

0

0

0

0

0

一
、
常
著
二
青
色
野
蚕
衣
一
、
好
醜
容
儀
皆
具
有
、
眼
目
能
令
二
見
者
怖
一
。（
中
略
）
或

現
二
婆
蘇
大
天
女

0

0

0

0

0

一
、
見
レ
有
二
闘
戦
一
心
常
愍
。

　

上
之
宮
縁
起
に
あ
る
「
日
輪
の
中
に
在
て
四
州
の
暗
を
て
ら
し
」
は
、
宇
賀
弁
才
天
関
係
の
疑
偽
経
典
『
仏
説
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意

宝
珠
陀
羅
尼
経
』
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

③
『
仏
説
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』（『
校
訂
仏
説
弁
財
天
経
』、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
三
七
・
六
）

此
神
王
、
在
二
西
方
浄
刹
一
、
号
二
無
量
寿
仏
一
、
在
二
娑
婆
世
界
一
、
称
二
如
意
輪
観
音
一
、
正
生
身
体

0

0

0

0

、 

居0

二 0

日
輪
中

0

0

0

一 0

、
照0

二 0

四
州
闇

0

0

0

一
、

現
二
咜
枳
尼
天
形
一
、
福
寿
施
二
衆
生
一
、
現
二
大
聖
天
身
一
、
令
レ
払
二
二
世
障
難
一
、
以
二
愛
染
明
王
形
一
、一
切
衆
生
、
授
二
愛
福
一
、
終
令
レ

至
二
無
上
菩
提
一
。

　

③
で
は
宇
賀
神
王
（
宇
賀
弁
才
天
）
と
阿
弥
陀
仏
・
如
意
輪
観
音
・
天
照
大
神
・
ダ
キ
ニ
天
・
聖
天
・
愛
染
明
王
が
同
体
と
説
か
れ
る
。
上

之
宮
縁
起
で
は
こ
の
う
ち
、
弁
才
天
と
天
照
大
神
と
の
同
体
説
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
上
之
宮
縁
起
は
全
編
を
通
じ
て
弁
才
天
と

天
照
大
神
の
同
体
説
を
説
い
て
お
り
、
こ
れ
も
そ
の
一
端
で
あ
る
。

ｂ　

役
行
者
来
島

　
【
真
名
本
】
役
優
婆
塞
、
俗
姓
加
茂
氏
、
大
和
国
葛
城
郡
茅
原
村
人
也
、（
中
略
）
応
レ
時
忽
然
天
女
現
前
化
現
、
々
質
八
臂
之
尊
体
也
。
容

儀
白
浄
鮮
潔
猶
二
秋
月
一
。
発
二
妙
音
一
言
説
、
従
二
無
量
劫
来
一　

成
二
就
善
方
便
一　

普
済
二
苦
衆
生
一　

多
所
大
饒
益
。
於
レ
茲
行
者
歓
喜

合
掌
、
重
請
二
求
加
被
一
。
天
女
言
、
我
収

0

0

二
化
於
鷲
峰

0

0

0

0

一
、
垂0

二
跡
於
此
島

0

0

0

0

一
。
当
レ
知
、
擁0

二
護
国
王
及
人
民

0

0

0

0

0

0

一
、
為0

下
除0

二
衰
患

0

0

一
令0

上
レ
得0

二
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七
三

安
穏

0

0

一
也
。
汝
為
三
利
二
益
長
夜
一
故
、
願
二
求
我
化
現
一
。
実
是
大
悲
者
。

　
【
岩
本
院
本
】
む
か
し
役
居
士
と
い
ふ
人
あ
り
、（
中
略
）
天
女
忽
然
と
し
て
現
し
給
へ
り
、
八
辟
具
足
の
尊
体
也
、
身
色
容
儀
鮮
白
浄
潔
な

り
、
す
な
は
ち
妙
音
を
も
ち
て
の
た
ま
は
く
、
従
二
無
量
劫
来
一　

成
二
就
善
方
便
一　

普
済
二
苦
衆
生
一　

多
所
大
饒
益
。
行
者
歓
喜
合
掌

し
て
か
さ
ね
て
利
益
の
議
を
と
ふ
に
、
天
女
の
言
、
我
化
を
鷲
峰
に
を
さ
め
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
跡
を
こ
ゝ
に
た
れ
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
ま
さ
に
し
る
へ
し
、
国
王
人

0

0

0

民
を
擁
護
し
て
衰
悩
を
の
そ
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、 
安
穏
を
ゑ
し
め
ん
た
め
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
汝
長
夜
を
利
益
せ
む
か
た
め
に
、
わ
か
化
現
を
も
と
む
。
ま
こ
と
に
こ

れ
大
悲
者
な
り
と
。

　
【
上
之
宮
縁
起
】
記
述
内
容
は
岩
本
院
本
に
同
じ
。

　
【
渓
嵐
拾
葉
集
】
次
役
行
者
伊
豆
大
島
ニ
流
サ
レ
テ
御
座
時
ニ
、
彼
島
上
ニ
五
色
ノ
雲
靉
靆
ス
。
具
シ
テ

二
二
童
子
一
籠
テ
被
レ
行
レ
之
。
六
臂
ノ
天
女

乗
レ
亀
具
シ
テ

二
童
子
一
。
我
常

0

0

ニ0
霊
山

0

0

ニ0
有0

也
﹇
云
云
﹈。

　

弁
才
天
が
役
行
者
に
語
る
「
擁
二
護
国
王
及
人
民
一
、
為
下
除
二
衰
患
一
令
上
レ
得
二
安
穏
一
」
は
、『
金
光
明
経
』
に
典
拠
が
あ
る
。

④
『
金
光
明
経
』
巻
二
・
四
天
王
品
﹇
大
正
一
六

－

三
四
一
上）
15
（

﹈

世
尊
。
如
二
諸
国
王
所
有
土
境
一
、
是
持
レ
経
者
若
至
二
其
国
一
、
是
王
応
下
当
往
二
是
人
所
一
、
聴
二
受
如
レ
是
微
妙
経
典
一
、
聞
已
歓
喜
上
、
復

当
レ
護
二
念
恭
敬
是
人
一
。
世
尊
。
我
等
四
王
、
復
当

0

0

下
勤
心
擁

0

0

0

二
護
是
王
及
国
人
民

0

0

0

0

0

0

0

一
、
為
除

0

0

二
衰
患

0

0

一
令0

上
レ
得0

二
安
穏

0

0

一
。

　

四
天
王
が
『
金
光
明
経
』
の
流
布
す
る
国
に
お
い
て
国
王
・
人
民
を
擁
護
し
、
禍
を
除
い
て
安
穏
を
も
た
ら
す
と
説
く
。
本
来
は
弁
才
天
と

直
接
関
連
す
る
記
述
で
は
な
い
。
し
か
し
、
江
島
縁
起
の
空
海
・
円
仁
の
来
島
記
事
で
は
、
国
土
に
災
い
が
起
こ
る
と
き
、
弁
才
天
が
事
前
に

島
を
鳴
動
さ
せ
て
知
ら
せ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
際
に
護
国
経
典
を
読
誦
す
れ
ば
、
眷
属
と
と
も
に
災
い
を
除
く
こ
と
を
語
る
。
弁
才
天
信
仰
が

依
拠
す
る
『
金
光
明
経
』
か
ら
、
国
土
擁
護
の
利
益
に
ふ
さ
わ
し
い
箇
所
を
引
用
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ま
た
真
名
本
・
仮
名
本
に
「
我
収
二

化
於
鷲
峰
一
、
垂
二
跡
於
此
島
一
」・「
我
化
を
鷲
峰
に
を
さ
め
て
、
跡
を
こ
ゝ
に
た
れ
た
り
」、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
は
「
我
常
ニ
霊
山
ニ
有
也
」
と

あ
る
。
鷲
峰
と
は
霊
鷲
山
の
こ
と
で
、
釈
迦
に
よ
り
『
法
華
経
』
な
ど
が
説
か
れ
た
場
所
で
あ
る
。
弁
才
天
が
、
応
化
を
霊
鷲
山
に
収
め
、
跡

を
江
島
に
垂
れ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
本
地
が
釈
迦
如
来
だ
と
明
か
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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七
四

ｃ　

泰
澄
来
島

　
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
み
、
役
行
者
よ
り
前
に
泰
澄
の
記
事
が
置
か
れ
、
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
泰
澄
来
島
記
事
の
中
に
本
地
を
示
す
説

が
見
え
る
の
は
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
み
で
あ
る
。

　
【
渓
嵐
拾
葉
集
】
武
烈
天
皇
御
宇
ニ
、
泰
澄
大
師
彼
島
ニ
籠
テ
行
ル

レ
之
。
二
臂
天
女
ニ
テ
二
天
具
シ
テ
、
我
常

0

0

ニ0
寂
光
土

0

0

0

ニ0
ア
リ

0

0

ト
﹇
云
云
﹈。

　

寂
光
土
（
常
寂
光
土
）
は
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
の
次
の
文
に
あ
る
よ
う
に
、
釈
迦
如
来
の
住
所
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
箇
所

は
、
弁
才
天
の
本
地
が
釈
迦
如
来
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑤
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』﹇
大
正
九

－

三
九
二
下
﹈

釈
迦
牟
尼
名
二
毘
盧
遮
那
遍
一
切
処
一
。
其
仏
住
処
名
二
常
寂
光

0

0

0

一
。

ｄ　

最
澄
来
島

　

最
澄
の
来
島
記
事
は
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
の
み
存
在
す
る
。
大
山
寺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
原
本
の
江
島
縁
起
が
、
真
名
本
・
仮
名
本
と
は
や

や
異
な
る
構
成
を
持
っ
た
も
の
だ
と
想
定
さ
れ
る
箇
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
【
渓
嵐
拾
葉
集
】
次
伝
教
大
師
彼
島
ニ
籠
テ
被
レ
行
レ
之
。
天
女
八
臂
ニ
シ
テ
具
シ

二
四
天
ヲ

一
、
我
常
霊
鷲
山

0

0

0

0

0

ニ0
住0

セ
リ
0

0

ト
﹇
云
云
﹈。

　

役
行
者
来
島
の
記
事
と
同
様
に
、
霊
鷲
山
に
住
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
本
地
を
釈
迦
如
来
と
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ｅ　

空
海
来
島

　
【
真
名
本
】
弘
法
大
師
、
諱
空
海
、
讃
岐
国
多
度
郡
人
、
俗
姓
佐
伯
氏
、（
中
略
）
其
体
八
臂
具
足
、
相
好
光
明
猶
如
二
満
月
輪
一
、
威
徳

巍
々
、
梵
釈
左
右
侍
立
。
自
出
二
和
音
一
言
説
、
今
此
三
界
皆
是
我
有

0

0

0

0

0

0

0

0　
 
其
中
衆
生
悉
是
吾
子

0

0

0

0

0

0

0

0　
 
而
今
此
処
多

0

0

0

0

0

二
諸
患
難

0

0

0

一　

唯
我
一
人
能

0

0

0

0

0

為0

二
救
護

0

0

一

　
【
岩
本
院
本
】
嵯
峨
天
皇
弘
仁
五
年
春
二
月
、
弘
法
大
師
北
京
の
帝
域
を
い
て
ゝ
東
海
の
聖
跡
を
拝
せ
ら
れ
る
、（
中
略
）
綵
雲
凉
雨
対
し
て

相
好
端
厳
な
り
、
威
儀
棣
々
た
り
、
粛
雍
穆
々
た
り
、
月
輪
円
満
し
て
梵
釈
左
右
に
侍
立
す
。
み
つ
か
ら
和
音
を
い
た
し
て
曰
、
今
此
三

0

0

0

界
皆
是
我
有

0

0

0

0

0　
 
其
中
衆
生
悉
是
吾
子

0

0

0

0

0

0

0

0　
 
而
今
此
処
多

0

0

0

0

0

二
諸
患
難

0

0

0

一　

唯
我
一
人
能
為

0

0

0

0

0

0

二
救
護

0

0

一
。

　
【
上
之
宮
縁
起
】
内
容
お
よ
び
偈
文
は
岩
本
院
本
に
同
じ
。
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七
五

　
【
渓
嵐
拾
葉
集
】
次
弘
法
大
師
籠
二
彼
島
一
被
レ
行
レ
之
。
四
臂
天
女
持
テ

二
智
剣
・
如
意
珠
ヲ

一
、
西
方
浄
土

0

0

0

0

ノ0
教
主

0

0

也
ト
﹇
云
云
﹈。

　

 「
今
此
三
界
皆
是
我
有　

其
中
衆
生
悉
是
吾
子　

而
今
此
処
多
二
諸
患
難
一　

唯
我
一
人
能
為
二
救
護
一
」
の
偈
文
は
、『
法
華
経
』
譬
喩
品
で

釈
迦
如
来
が
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

⑥
『
法
華
経
』
巻
二
・
譬
喩
品
﹇
大
正
九

－

一
四
下
﹈

今
此
三
界
皆
是
我
有

0

0

0

0

0

0

0

0

、
其
中
衆
生
悉
是
吾
子

0

0

0

0

0

0

0

0

。
而
今
此
処
多

0

0

0

0

0

二
諸
患
難

0

0

0

一
、
唯
我
一
人
能
為

0

0

0

0

0

0

二
救
護

0

0

一
。

　
『
延
暦
寺
護
国
縁
起
』
な
ど
に
見
え
る
比
叡
山
の
縁
起
で
は
、
大
比
叡
明
神
が
最
澄
に
本
地
を
問
わ
れ
た
際
に
こ
の
偈
文
で
答
え
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
明
神
の
本
地
を
釈
迦
如
来
だ
と
す
る
。
江
島
縁
起
も
こ
れ
と
同
様
に
、
弁
才
天
の
本
地
を
釈
迦
如
来
だ
と
示
す
た
め
に
こ
の
偈

文
が
引
か
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
『
延
暦
寺
護
国
縁
起
』
日
吉
大
比
叡
明
神
祭
礼
殊
崇
重
縁
起
勘
文
第
三
（
続
群
書
類
従
）

謹
案
二
勘
山
家
縁
起
本
紀
一
云
、
日
吉
山
王
大
宮
権
現
者
大
三
輪
大
明
神
也
。
而
伝
教
大
師
当
山
開
闢
始
、
先
奉
レ
遇
二
大
比
叡
明
神
家
一
、

初
問
二
明
神
本
迹
一
。
于
時
大
神
答
云
。
吾
此
山
王
、
日
域
冥
神
、
陰
陽
不
レ
測
造
化
無
レ
為
云
々
。
重
問
二
本
地
何
仏
一
、
明
神
答
、
今
此

0

0

三
界
皆
是
我
有

0

0

0

0

0

0

、
其
中
衆
生
応

0

0

0

0

0

二
是
吾
子

0

0

0

一
﹇
巳
上
﹈
云
々
。
測
知
山
王
釈
迦
、
以
二
大
願
一
故
、
於
二
大
日
本
国
一
、
現
二
大
明
神
一
。
右
経

文
其
誠
（
証
カ
）
謹
也
。
吾
朝
雖
二
諸
神
多
一
、
為
二
本
地
釈
迦
仏
一
大
神
、
唯
限
二
日
吉
大
比
叡
明
神
一
也
。

⑧
『
山
家
要
記
浅
略
』（
続
群
書
類
従
）

大
師
問
曰
、
冥
神
本
地
如
何
。
神
答
曰
、
今
此
三
界
皆
是
我
有

0

0

0

0

0

0

0

0

、
其
中
衆
生
悉
是
吾
子

0

0

0

0

0

0

0

0

。

⑨
『
耀
天
記
』（
続
群
書
類
従
）

大
宮
大
明
神
ノ
本
地
ハ
尺
迦
如
来
ニ
テ
、
今
此
三
界
皆
是
我
有

0

0

0

0

0

0

0

0

、
其
中
衆
生
悉
是
吾
子

0

0

0

0

0

0

0

0

ト
仰
ラ
レ
タ
レ
バ
、
垂
迹
ノ
神
ト
顕
ハ
レ
給
日
、
ツ
カ
フ
マ
ツ
ラ
ム
巫

覡
ド
モ
ヲ
バ
、
御
子
ト
専
ラ
申
ス
ベ
キ
也
。

　

こ
れ
ら
の
用
例
が
⑥
『
法
華
経
』
の
偈
文
か
ら
「
今
此
三
界
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
」
の
二
句
の
み
を
引
く
の
に
対
し
、
江
島
縁

起
諸
本
に
は
こ
れ
に
続
く
「
而
今
此
処
多
二
諸
患
難
一
、
唯
我
一
人
能
為
二
救
護
一
」
の
二
句
も
引
か
れ
る
。
な
お
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
を
踏
ま
え

て
撰
述
さ
れ
た
群
書
類
従
本
『
竹
生
島
縁
起
』
に
も
、
こ
の
偈
文
に
基
づ
く
記
述
が
あ
る
。
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七
六

⑩
『
竹
生
島
縁
起
』
群
書
類
従
本
（
神
道
大
系
）

今
是
大
神
者
、
弁
才
天
女
、
釈
迦
如
来
応
跡
、
為0

二
三
界
於
我
有

0

0

0

0

0

一
、
撫0

二
四
生
於
一
子

0

0

0

0

0

一
。

ｆ　

円
仁
来
島

　
【
真
名
本
】
慈
覚
大
師
、
諱
円
仁
、
俗
姓
壬
生
氏
、
下
野
国
都
賀
郡
人
也
、（
中
略
）
于
レ
時
天
女
忽
然
雲
上
現
前
。
其
形
端
厳
微
妙
、
八
臂

具
足
、
左
天
女
右
童
子
侍
立
。
天
女
発
二
妙
音
声
一
言
説
、
我
是
安
養
世
界
主

0

0

0

0

0

0

0

。
出0

二
彼
宝
刹

0

0

0

一
垂0

レ
跡0

二
於
此
山

0

0

0

一
。
当
レ
知
、
擁0

二
護
国
王

0

0

0

及
人
民

0

0

0

一
、
為0

下
除0

二
衰
患

0

0

一
令0

上
レ
得0

二
安
穏

0

0

一
故0

。

　
【
岩
本
院
本
】
文
徳
天
皇
仁
寿
三
年
春
二
月
、
慈
覚
大
師
賢
聖
の
玄
蹤
を
た
つ
ね
て
、
遼
遠
の
東
海
に
巡
礼
す
、（
中
略
）
天
女
造
次
に
し
て

雲
上
に
顕
現
す
、
其
形
微
妙
也
。
威
容
厳
粛
に
し
て
八
辟
具
足
せ
り
。
左
に
は
天
女
、
右
に
は
童
子
、
侍
立
し
て
囲
繞
せ
り
。
天
女
妙
音

声
を
を
こ
し
て
の
た
ま
は
く
、
我
は
こ
れ
安
養
世
界
の
主
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、 
彼
宝
刹
を
い
て
ゝ
跡
を
こ
の
山
に
た
れ
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
当
知
、
国
王
人
民
を
擁
護

0

0

0

0

0

0

0

し
て
衰
患
を
の
そ
き

0

0

0

0

0

0

0

0

、 
安
穏
を
え
し
め
む
た
め
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
【
上
之
宮
縁
起
】
記
述
内
容
は
岩
本
院
本
に
同
じ
。

　
【
渓
嵐
拾
葉
集
】
次
慈
覚
大
師
籠
二
彼
所
ニ

一
被
レ
行
レ
之
。
一
度
ハ
観
シ
テ

二
天
女
ト

一
、
鷲
峯
教
主
也

0

0

0

0

0

ト
﹇
云
云
﹈。
一
度
ハ
六
臂
天
女
ニ
テ
安
養

0

0

ノ0

教0

主
也

0

0

ト
﹇
云
云
﹈。
此
御
貌
ヲ
写
シ
テ
自
ラ
依
テ
号
二
大
明
神
ト

一
。
社
ヲ
搆
テ
神
事
ヲ
執
行
シ
、
国
師
ヲ
請
シ
延
二
供
養
ヲ

一
。
于
レ
今
少
シ
モ
無
二
相
違
一

﹇
云
云
﹈。

　
「
擁
二
護
国
王
及
人
民
一
、
為
下
除
二
衰
患
一
令
上
レ
得
二
安
穏
一
」
が
④
『
金
光
明
経
』
の
四
天
王
品
を
出
典
と
す
る
こ
と
は
、
役
行
者
の
箇
所
で

確
認
し
た
が
、
こ
こ
で
再
び
同
じ
文
が
引
か
れ
る
。
つ
い
で
注
目
し
た
い
の
は
、
真
名
本
・
仮
名
本
の
「
安
養
世
界
主
」・「
安
養
世
界
の
主
」、

『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
「
安
養
ノ
教
主
」
で
あ
る
。
安
養
世
界
の
主
と
は
阿
弥
陀
如
来
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
阿
弥
陀
如
来
を
弁
才
天
の
本

地
と
す
る
。
ま
た
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
で
は
弁
才
天
が
二
度
出
現
し
、
一
度
目
は
「
鷲
峯
教
主
」、
二
度
目
は
「
安
養
ノ
教
主
」
と
称
す
る
。
鷲

峯
の
教
主
と
は
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
霊
鷲
山
で
『
法
華
経
』
を
説
い
た
釈
迦
で
あ
ろ
う
。
弁
才
天
が
同
じ
人
物
の
前
に
二
度
出
現
し
て

い
る
の
は
諸
本
中
で
も
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
る
。
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文
献
と
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合

七
七

ｇ　

安
然
来
島

　

安
然
の
来
島
記
事
に
本
地
説
が
含
ま
れ
る
の
は
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
み
で
あ
る
。

　
【
渓
嵐
拾
葉
集
】
次
安
然
和
尚
尋
二
覚
大
師
跡
一
、
籠
テ

二
彼
島
ニ

一
被
レ
行
レ
之
。
二
臂
天
女
乗
テ

レ
雲
ニ
現
シ
給
フ
テ
、
安
養
ノ
教
主
也
ト
﹇
云
云
﹈。

　

円
仁
来
島
記
事
に
続
き
、
こ
こ
で
も
弁
才
天
は
「
安
養
ノ
教
主
」、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
如
来
と
さ
れ
る
。

ｈ　

良
真
の
来
島
と
渡
宋
・
遷
宮

　

良
真
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
真
名
本
及
び
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
は
な
い
。

　
【
岩
本
院
本
】
爰
に
慈
悲
上
人
良
真
、
往
昔
の
法
式
を
と
ふ
ら
は
ん
か
た
め
に
、
勇
猛
精
進
の
志
を
専
に
し
て
修
行
す
る
事
一
千
餘
日
の
間

畢
、（
中
略
）
爰
天
女
壇
上
に
現
し
、
童
子
左
右
に
は
ん
へ
り
、
天
女
妙
音
声
を
い
た
し
て
、
上
人
に
つ
け
て
の
た
ま
は
く
、
此
壇
所
今

代
に
は
聖
天
岩
屋
白
狐
石
と
か
う
す
、
又
は
一
本
松
と
な
つ
く
。
説
一
偈
曰
、
昔
在

0

0

二
霊
山

0

0

一
名0

二
法
華

0

0

一
、
今
在

0

0

二
西
方

0

0

一
名0

二
弥
陀

0

0

一
、
濁0

世
末
代
観
世
音

0

0

0

0

0

0

、
垂0

二
跡
宇
賀
弁
才
天

0

0

0

0

0

0

一
。（
中
略
）
仁
禅
師
曰
、
汝
不
言
知
ぬ
、
我
不
聞
に
悟
ぬ
、
日
本
国
に
補
陀
落
の
楼
閣
、
彼
島
た

る
に
よ
り
て
、
大
慈
大
悲
の
観
世
音
垂
跡
、
宇
賀
弁
才
天
女
あ
ら
は
れ
給
、
ま
こ
と
に
こ
れ
言
語
道
断
の
霊
地
な
り
。（
中
略
）、
自
爾
以

来
、
国
土
安
穏
当
国
繁
昌
其
例
稀
也
。
彼
島
と
い
ふ
は
関
東
宇
賀
神
王
の
住
所

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
本
地
釈
迦
如
来

0

0

0

0

0

0

・
如
意
輪
観
世
音
の
化
身

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一
切
衆
生

の
悲
母
。

　
【
上
之
宮
縁
起
】「
霊
地
な
り
」
ま
で
は
、
岩
本
院
本
に
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
、
岩
本
院
本
で
「
慈
悲
上
人
良
真
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
上
之

宮
縁
起
で
は
「
慈
悲
上
人
栄
西
」
と
な
っ
て
い
る
。
岩
本
院
本
の
「
彼
島
と
い
ふ
は
…
」
以
降
に
あ
た
る
部
分
は
以
下
の
通
り
。

　
　

此
島
ハ
是
、
海
外
万
国
の
中
の
勝
国
、
天
産
斎
元
の
霊
国
た
る
目
本
国
の
根
本
神
樁
と
し
て
、
天
神
地
祇
霊
意
を
一
に
な
し
作
り
な
せ
る

神
山
也
。
又
此
天
尊
は
極
楽
世
界
の
教
主
無
量
寿
世
尊

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
娑
婆
世
無
畏
者
の
如
意
輪
大
士
の
同
体
た
る
妙
弁
才
天
女

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
し
て
、
天
照
太
神

0

0

0

0

の
異
名
た
る
冨
主
姫
の
神

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
て
ま
し
ま
す
、
即
是
十
方
浄
刹
の
諸
仏
菩
薩
の
行
母
、
三
千
世
界
一
切
衆
生
の
福
主
也
。

　
「
昔
在
二
霊
山
一
名
二
法
華
一
、
今
在
二
西
方
一
名
二
弥
陀
一
、
濁
世
末
代
観
世
音
、
垂
二
跡
宇
賀
弁
才
天
一
」
の
偈
文
は
、
数
多
く
の
仏
典
や
文
学

作
品
の
中
に
み
ら
れ
る
、「
昔
在
霊
山
名
法
華
」
に
始
ま
る
偈
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
い
え
る
。
こ
の
偈
の
成
立
と
、
能
楽
へ
取
り
込

ま
れ
る
過
程
を
論
じ
た
高
橋
悠
介
氏
の
論
考）
16
（

に
則
り
、
偈
文
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。
古
い
例
に
は
『
沙
石
集
』
が
あ
る
。
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七
八

⑪
『
沙
石
集
』
巻
四　

無
言
上
人
事
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

古
徳
口
伝
云
、
昔
在

0

0

二
霊
山

0

0

一
名0

二
法
華

0

0

一
、
今
在

0

0

二
西
方

0

0

一
無
量
寿

0

0

0

、
娑
婆
示
二
現
観
世
音
一
、
大
悲
一
体
利
二
衆
生
一
﹇
云
云
﹈。
此
文
意
、

高
野
大
師
法
花
御
開
題
ノ
意
ニ
符
合
セ
リ
。
金
剛
頂
経
ヲ
引
テ
釈
給
ク
、
妙
法
蓮
華
経
者
、
観
自
在
王
密
号
也
。
此
仏
ハ
無
量
寿
ト
名

付
、
浄
妙
国
土
ニ
シ
テ
ハ
、
成
仏
ノ
身
ヲ
現
ジ
、
雑
染
世
界
ニ
シ
テ
ハ
、
観
自
在
ト
名
付
ト
云
リ
。
法
花
・
弥
陀
・
観
音
一
体
ノ
事
、
此

釈
分
明
也
。
尤
信
受
ス
ベ
シ
。

　

偈
の
後
半
二
句
は
江
島
縁
起
と
異
な
る
。
な
お
、
⑪
が
引
く
「
高
野
大
師
法
花
御
開
題
」
は
、
以
下
の
記
述
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
空
海
『
法
華
経
開
題
』﹇
大
正
五
六

－

一
七
三
中
﹈

拠
二
金
剛
頂
経
一
亦
挙
人
名
二
妙
法
蓮
華
一
者
、
斯
乃
観
自
在
王
之
密
号
也
。
則
此
仏
名
二
無
量
寿
一
。
若
於
二
浄
妙
国
土
一
、
現
二
成
仏
身
一
。

住
二
雑
染
五
濁
世
界
一
、
則
為
二
観
自
在
菩
薩
一
。

　

高
橋
氏
が
挙
げ
る
例
の
う
ち
、
覚
鑁
仮
託
の
『
孝
養
集
』
や
、
謡
曲
『
高
野
物
狂
』『
朝
長
』『
道
明
寺
』
で
は
、
後
半
二
句
が
「
娑
婆
示
二

現
観
世
音
一
、
三
世
利
益
同
一
体
」
で
あ
る
。
江
島
縁
起
の
よ
う
に
三
句
目
を
「
濁
世
末
代
観
世
音
」
と
す
る
の
は
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）

に
親
鸞
の
弟
子
の
顕
智
が
記
し
た
『
聞
書
』
と
、
一
六
世
紀
前
半
の
『
法
華
経
直
談
鈔
』、
一
六
世
紀
末
の
謡
曲
注
釈
書
『
謡
抄
』
で
あ
る）
17
（

。

江
島
縁
起
の
仮
名
本
は
、
中
世
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
の
偈
文
を
取
り
込
み
、
さ
ら
に
宇
賀
弁
才
天
信
仰
を
盛
り
込
ん
で
四
句
目
を
「
垂
二

跡
宇
賀
弁
才
天
一
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
記
事
の
末
尾
は
、
岩
本
院
本
及
び
江
島
神
社
本
と
、
上
之
宮
縁
起
と
で
や
や
異
な
る
。
岩
本
院

本
・
江
島
神
社
本
で
は
、
江
の
島
を
「
関
東
宇
賀
神
王
の
住
所
」
と
し
、
江
の
島
弁
才
天
の
本
地
は
釈
迦
如
来
・
如
意
輪
観
音
と
す
る
。
こ
れ

に
対
し
上
之
宮
縁
起
は
、
阿
弥
陀
如
来
＝
如
意
輪
観
音
＝
弁
才
天
＝
冨
主
姫
（
＝
天
照
大
神
）
と
い
う
同
体
説
を
説
く
。
如
意
輪
観
音
の
み
は

岩
本
院
本
・
江
島
神
社
本
と
も
共
通
す
る
が
、
他
の
仏
神
は
共
通
し
な
い
。
こ
の
同
体
説
は
、
既
に
掲
げ
た
③
『
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意

宝
珠
陀
羅
尼
経
』
の
、
宇
賀
神
将
＝
阿
弥
陀
仏
＝
如
意
輪
観
音
＝
天
照
大
神
＝
ダ
キ
ニ
天
＝
聖
天
＝
愛
染
明
王
と
い
う
説
を
下
敷
き
に
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

211



文
献
と
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合

七
九

二

－

三
、
江
の
島
弁
才
天
の
本
地

　

前
項
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
江
島
縁
起
諸
本
の
各
場
面
に
お
い
て
弁
才
天
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
尊
格
を
示
す
と
、﹇
表
２
﹈
の
よ
う
に
な
る
。

　
﹇
表
２
﹈
に
基
づ
き
諸
本
を
俯
瞰
し
て
み
よ
う
。
高
名
な
僧
の
求
め
に
応
じ
て
弁
才
天
が
顕
現
す
る
と
い
う
型
に
当
て
は
ま
ら
な
い
道
智
の

記
事）
18
（

と
、
仮
名
本
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
良
真
・
栄
西
の
記
事
を
除
く
と
、
役
行
者
か
ら
安
然
ま
で
の
来
島
記
事
に
お
い
て
は
、
弁
才
天
の
本

地
が
釈
迦
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
か
つ
、
本
地
は
釈
迦
か
ら
阿
弥
陀
へ
と
移
っ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

210

良
真

（
上
之
宮

縁
起
で
は

栄
西
）

安
然

円
仁

空
海
道
智
最
澄
泰
澄
役
行
者

島
の
成
立

阿
弥
陀

釈
迦

釈
迦

無
熱
池
龍
王
の
三
女

真
名
本

法
華
＝
弥
陀
＝
観
音
＝
宇

賀
弁
才
天

釈
迦
＝
如
意
輪
観
音
＝
宇

賀
神
王

阿
弥
陀

釈
迦

釈
迦

無
熱
池
龍
王
の
三
女
＝
閻

羅
大
王
の
姉
＝
婆
蘇
大
天

の
妹

岩
本
院
本

法
華
＝
弥
陀
＝
観
音
＝
宇

賀
弁
才
天

釈
迦
＝
如
意
輪
観
音
＝
宇

賀
神
王

阿
弥
陀

釈
迦

釈
迦

無
熱
池
龍
王
の
三
女
＝
閻

羅
大
王
の
姉
＝
婆
蘇
大
天

の
妹

江
島
神
社
本

法
華
＝
弥
陀
＝
観
音
＝
宇

賀
弁
才
天

弥
陀
＝
如
意
輪
観
音
＝
弁

才
天
＝
冨
主
姫
（
天
照
大

神
）

阿
弥
陀

釈
迦

釈
迦

無
熱
池
（
阿
那
婆
）
龍
王

の
女
＝
閻
羅
大
王
の
姉
＝

婆
蘇
大
天
の
妹

上
之
宮
縁
起

阿
弥
陀

釈
迦

阿
弥
陀

阿
弥
陀

釈
迦
釈
迦
釈
迦

渓
嵐
拾
葉
集

［
表
２
］
江
島
縁
起
諸
本
の
各
段
に
お
け
る
弁
才
天
と
他
尊
と
の
習
合



八
〇

何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

阿
弥
陀
と
弁
才
天
を
結
ぶ
説
が
み
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
③
『
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』
が
あ
る
。
江
島
縁
起
諸
本
で

は
、
円
仁
か
ら
安
然
ま
で
の
来
島
記
事
に
お
い
て
、
宇
賀
弁
才
天
信
仰
の
要
素
が
明
確
に
描
か
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
唯
一
、

円
仁
の
記
事
に
は
、
唐
で
円
仁
が
宇
賀
弁
才
天
の
法
を
授
か
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
唐
の
法
全
は
、「
宇
賀
弁
才
」
と
い
う
「
諸
仏
已
証

秘
法
」
が
あ
り
、
こ
の
法
こ
そ
「
究
竟
摩
尼
輪
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
法
に
よ
っ
て
国
土
を
安
鎮
せ
よ
と
、
円
仁
に
法
を
授
け
る
の

で
あ
る
。
真
名
本
に
お
け
る
円
仁
の
記
事
は
『
慈
覚
大
師
伝
』
の
文
を
多
く
引
用
し
、
入
唐
の
記
述
も
同
書
に
拠
る
が
、
こ
こ
で
「
宇
賀
弁

才
」
の
法
を
円
仁
が
授
か
る
と
い
う
内
容
は
当
然
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
は
な
い
。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
鳥
谷
武
史
氏
が
、「
一
三
世
紀
以
降
、

天
部
の
重
要
性
を
語
り
、
天
部
を
中
道
の
象
徴
と
し
、
と
り
わ
け
弁
才
天
を
重
視
す
る
と
い
っ
た
教
説
が
、
円
仁
の
伝
記
を
改
変
、
ま
た
は
注

釈
す
る
か
た
ち
で
語
ら
れ
て
い
た
」
こ
と
、
ま
た
「
究
竟
摩
尼
輪
」
の
語
が
、
宇
賀
弁
才
天
法
の
次
第
を
説
く
『
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意

宝
珠
王
修
儀
』
に
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
鳥
谷
氏
は
、
こ
の
点
お
よ
び
空
海
の
来
島
記
事）
19
（

か
ら
、
真
名
本
の
制
作
に
携
わ
っ
た
人
物

が
宇
賀
弁
才
天
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
も
の
の
、
真
名
本
に
描
か
れ
る
信
仰
自
体
は
『
金
光
明
経
』
系
の
も
の
で

あ
り
、
一
三
世
紀
後
半
以
降
の
宇
賀
弁
才
天
信
仰
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
宇
賀
弁
才
天
信
仰
の
要
素
が
強
く
見
ら
れ
る

『
安
然
秘
所
記
』
を
除
く
真
名
本
の
内
容
は
、
一
三
世
紀
前
半
ま
で
に
成
立
し
、
後
か
ら
『
安
然
秘
所
記
』
が
増
補
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
鳥

谷
氏
の
推
論
に
付
け
加
え
る
形
で
い
う
な
ら
ば
、
真
名
本
・
仮
名
本
に
お
け
る
円
仁
の
来
島
記
事
に
見
え
る
、
弁
才
天
の
本
地
を
阿
弥
陀
と
す

る
記
述
も
ま
た
、
宇
賀
弁
才
天
信
仰
の
影
響
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
縁
起
全
体
の
中
で
本
地
仏
が
複
数
あ
り
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
自
体
は
、
後
述
す
る
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
な
ど
に
見
え
る
よ
う
な
、
弁
才
天
の
本
地
に
関
す
る
多
様
な
説
を
反
映
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ

る
。

三
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
み
る
天
川
・
厳
島
・
竹
生
島
の
本
地

　

は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
七
・
紀
州
天
川
縁
起
事
の
末
尾
に
は
、
弁
才
天
の
霊
場
で
あ
る
天
川
・
厳
島
・
竹
生
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八
一

島
の
三
所
を
繋
ぐ
、
次
の
よ
う
な
説
が
見
え
る
。

⑬
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
七　

紀
州
天
川
縁
起
事
﹇
大
正
七
六

－

六
二
五
上
﹈

又
紀
州
吉
野
天
川
者
地
蔵
弁
天

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

也
。
日
本
第
一

0

0

0

0

ノ0

弁
財
天

0

0

0

。
第
二
厳
島
者
妙
音
弁
財
天

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

也
。
第0

三
竹
生
島
観
音
弁
財

0

0

0

0

0

0

0

0

也
﹇
云
云
﹈。
又
云
、
今
天
川
ト
厳
島
ト
竹
生
島
ト
三
所
穴
互
通
徹
。
三
弁

宝
珠
一
体
互
融
セ
リ
。
甚
深
甚
深
。

　

地
蔵
と
弁
才
天
を
結
び
つ
け
る
説
は
管
見
の
限
り
、
こ
れ
以
外
で
は
後
述
す
る
『
渓
嵐
拾
葉
集
』

「
本
地
事
」
に
し
か
確
認
で
き
な
い
。
天
川
・
厳
島
・
竹
生
島
が
互
い
に
穴
で
繋
が
っ
て
い
る
と
い

う
説
は
、
図
１
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
三
所
が
宝
珠
の
形
で
表
さ
れ
、
天
川
・
竹
生
島
の
上
に

書
か
れ
た
種
子
は
地
蔵
・
観
音
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
厳
島
の
上
の

は
弁
才
天
の
種
子
と
し

て
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
同
じ
く
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
が
記
す
、
弁
才
天
の
分
類
に
着
目

し
た
い
。「
本
地
事
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

⑭
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
七　

本
地
事
﹇
大
正
七
六

－

六
二
〇
上
﹈

示
云
、
妙
音
弁
財
ト
者
、
諸
仏
ノ
智
慧
ニ
主
ル
故
ニ
通
二
諸
尊
ニ

一
也
。
仍
二
最
勝
王
経
ニ

一
云
、
始
従
二
諸
仏
妙
弁
才
一
、
終
至
二
十
方
普
世
天
一
、

此
ノ
尊
ノ
所
変
ナ
リ
ト
説
ケ
リ
。
此
時
ハ
以
二
釈
迦

0

0

一
為
二
本
地
一
。
或
ハ
薬
師

0

0

或
弥
陀

0

0

也
。
此
等
ハ
花
厳
経
或
依
二
宝
積
経
説
一
也
﹇
云
云
﹈。
又
一
義

云
。
虚
空
蔵

0

0

0

或
地
蔵

0

0

或
弥
勒

0

0

等
也
。
仍
テ

二
恵
心
ノ
先
徳
ノ
御
釈
一
云
、
在0

ヲ0

二
天0

ニ0

一
名0

ケ0

二
虚
空
蔵

0

0

0

ト0

一
、
在0

ヲ0

二
地0

ニ0

一
名0

ク0

二
地
蔵

0

0

ト0

一
﹇
文
﹈。
或

又
山
家
大
師
御
釈
云
、
天
地
経
緯
ノ
霊
童
也
﹇
云
云
﹈。
仍
天
地
陰
陽
以
二
理
智
不
二
ヲ

一
為
二
宇
賀
神
ノ
体
ト

一
也
。
是
ハ

宇
賀
弁
才
ノ
徳
也
。

故
秘
決
云
。
宇
ハ
者
天
也
。
以
レ
天
為
レ
父
﹇
金
剛
﹈。
賀
ハ
者
地
也
。
以
レ
地
為
レ
母
﹇
胎
界
﹈。
神
者
人
也
。
以
二
不
二
一
為
レ
体
﹇
蘇
悉
地

意
也
﹈。
兼
タ
ル
ヲ

二
天
地
人
ノ
三
際
ヲ

一
名
二
宇
賀
神
王

0

0

0

0

ト
一
也
﹇
云
云
﹈。

者
虚
空
蔵
菩
薩
ノ
種
子
也
。
天
ト
シ
テ
而
無
レ
不
レ
覆
。

者
地
蔵

菩
薩
ノ
種
子
也
。
地
ト
シ
テ
而
無
シ

レ
不
ル
ハ

レ
載
セ
。
人
ハ
者
天
地
ノ
間
ニ
生
在
ナ
リ
。
故
ニ
名
ク

二
人
間
ト

一
。

（
中
略
）
示
云
、
付
二
此
尊
一
有
二
両
種
一
。
一
ニ
ハ

妙
音
弁
才
。
主
ル

二
智
慧
一
。
諸
仏
ノ
四
弁
八
音
ノ
言
辞
無
礙
徳
ヲ
主
ル
也
。
此
時
以
二

字
一
為
ル

二
種
子
一
也
。
次
宇
賀
弁
財
主
ト
ル

二
福
徳
一
。
是
観
音
所
変
ノ
弁
才
也
。
此
時
ハ
以
テ

二

字
一
為
二
種
子
一
。

字
即
宝
殊
ナ
ル
故
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図
１　

�『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
七

　
　
　
［
大
正
七
六

－

六
二
五
中
］



八
二

也
。
凡
ソ
以
二
此
尊
一
、
法
花
ノ
十
界
皆
成
ヲ
習
也
。

（
中
略
）
又
云
、
宇
賀
弁
財
観
音
ノ
智
ニ
主
ル
也
。
妙
音
弁
才
ハ
音
声
ノ
当
体
ナ
ル
カ
故
ニ
。
所
観
ヲ
境
ニ
主
ル
也
。
此
観
音
妙
音
ハ
共
ニ
本
門
流

通
ノ
現
身
説
法
ナ
ル
カ
故
。
此
尊
ヲ
ハ
本
地
ノ
三
身
ト
習
事
、
旁
有
レ
由
哉
﹇
云
云
﹈。

　

⑭
で
は
、
釈
迦
・
薬
師
・
弥
陀
を
弁
才
天
の
本
地
仏
と
す
る
説
を
『
華
厳
経
』『
大
宝
積
経
』
の
説
に
よ
る
も
の
だ
と
す
る
。
そ
れ
ら
の
経

典
に
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
弁
才
天
の
本
地
説
は
な
い
。
さ
ら
に
「
一
義
」
と
し
て
、
虚
空
蔵
・
地
蔵
・
弥
勒
を
本
地
と
す
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。

　

ま
た
、
弁
才
天
を
妙
音
・
宇
賀
の
二
種
に
分
け
、
種
子
を
そ
れ
ぞ
れ

・

と
す
る
。
そ
し
て
宇
賀
弁
才
天
は
「
観
音
所
変
」
の
弁
才

天
だ
と
い
う
。
こ
の
分
類
を
、
⑬
に
お
け
る
天
川
・
厳
島
・
竹
生
島
の
三
所
と
対
応
さ
せ
て
み
た
い
。
ま
ず
「
妙
音
弁
財
天
」
と
さ
れ
、
図
１

で
種
子
を

と
す
る
厳
島
の
弁
才
天
は
、
⑭
で
宇
賀
弁
才
天
と
区
別
さ
れ
た
妙
音
弁
才
天
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
観
音
弁
財
」
と
さ

れ
た
竹
生
島
弁
才
天
は
、
⑭
が
「
観
音
所
変
」
だ
と
説
く
宇
賀
弁
才
天
に
該
当
す
る
。
竹
生
島
宝
厳
寺
は
観
音
霊
場
と
し
て
の
性
格
も
強
く
、

千
手
観
音
を
本
尊
と
す
る
観
音
堂
は
西
国
三
十
三
箇
所
霊
場
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
弁
才
天
の
島
で
も
あ
り
、
観
音
の
島
で
も
あ
る
竹
生
島

へ
の
信
仰
が
、
こ
う
し
た
記
述
に
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

天
川
弁
才
天
は
「
地
蔵
弁
天
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
⑭
で
は
「
恵
心
ノ
先
徳
ノ
御
釈
」
と
し

て
、
弁
才
天
が
天
上
で
は
虚
空
蔵
、
地
上
で
は
地
蔵
だ
と
す
る
説
、
ま
た
宇
賀
神
の
三
字
を
天
・
地
・
人
と
釈
し
、
宇
（

）
を
虚
空
蔵
菩

薩
、
賀
（

）
を
地
蔵
菩
薩
の
種
子
と
説
く
説
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
に
則
れ
ば
、
天
川
弁
才
天
は
虚
空
蔵
・
地
蔵
を
本
地
と
す
る
宇
賀
弁
才

天
で
あ
り
、
か
つ
地
上
に
居
る
た
め
、
虚
空
蔵
で
は
な
く
地
蔵
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
⑬
の
説
は
、
天
川
・
竹
生
島
を
宇
賀
弁
才
天
、
厳
島
を
宇
賀
弁
才
天
で
は
な
い
妙
音
弁
才
天
と
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
但
し
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
所
収
の
説
ど
う
し
は
、
必
ず
し
も
整
合
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
⑬
の
説
は
天
川
の
縁
起
に
付
随
す

る
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
天
川
に
お
け
る
伝
承
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る）
20
（

。
な
お
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
は
、
弁
才
天
（
妙
音
天
）
と
、『
法

華
経
』
に
登
場
す
る
妙
音
菩
薩
と
の
同
体
説
が
見
え
る
。
妙
音
菩
薩
は
後
宮
の
女
性
な
ど
に
変
化
し
て
衆
生
を
教
化
す
る
と
『
法
華
経
』
で
は

説
か
れ
、
女
天
で
あ
る
弁
才
天
（
妙
音
天
）
と
も
結
び
つ
き
や
す
い
。

207



文
献
と
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合

八
三

⑮
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
七　

求
聞
持
三
字
習
事
﹇
大
正
七
六

－

六
二
四
上
﹈

尋
云
。
法
花
ノ
中
ニ
説
二
弁
才
天
一
耶
。
答
。
一
義
云
、
弁
才
天
者
又
名
二
妙
音
天
一
。
若
爾
者
妙
音
菩
薩
是
也
。

　

も
し
、
厳
島
の
「
妙
音
弁
財
」
が
単
に
宇
賀
弁
才
天
と
の
区
別
で
は
な
く
、
妙
音
菩
薩
の
変
化
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
天
川
・
厳

島
・
竹
生
島
の
〈
地
蔵
・
妙
音
・
観
音
〉
と
は
、
弁
才
天
の
本
地
に
い
ず
れ
も
菩
薩
を
配
当
し
て
い
る
こ
と
に
な
る）
21
（

。

四
、
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
他
尊
と
の
習
合

　

前
節
ま
で
は
、
文
献
に
現
れ
た
弁
才
天
の
本
地
仏
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
本
節
で
は
、
弁
才
天
と
他
の
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合
を
、
造
像

例
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
予
め
述
べ
て
お
く
と
、
江
島
弁
才
天
の
図
像
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
が
明
確
な
図
像
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
江
島

縁
起
の
内
容
を
描
い
た
も
の
に
は
江
島
縁
起
の
絵
巻
が
、
江
島
弁
才
天
の
像
で
あ
る
こ
と
が
作
中
に
明
示
さ
れ
る
も
の
に
は
近
世
か
ら
近
代
に

か
け
て
の
刷
物
が
あ
る）
22
（

。
刷
物
に
描
か
れ
た
弁
才
天
以
外
の
尊
格
は
、
管

見
の
限
り
、
弁
才
天
の
眷
属
で
あ
る
十
五
童
子
と
、
大
黒
天
・
毘
沙
門
天

の
み
で
あ
る
（
図
２
）。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
造
像

例
を
み
て
い
き
た
い
。
な
お
、
弁
才
天
曼
荼
羅
を
は
じ
め
、
弁
才
天
を
中

心
と
し
て
描
い
た
図
像
に
お
い
て
、
弁
才
天
の
本
地
を
示
す
例
は
、
管
見

の
限
り
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
弁
才
天
と
同
体
関
係
に
あ

る
尊
格
が
共
に
表
さ
れ
る
例
や
、
弁
才
天
を
構
成
要
素
に
も
つ
複
合
的
な

尊
格
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
造
像
例
が
あ
る
。
こ
う
し
た
例
の
い
く
つ
か

を
挙
げ
、
弁
才
天
と
他
尊
と
の
習
合
が
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
た
か
を
確
認

し
た
い
。
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図
２　

藤
沢
市
蔵
『
江
島
本
宮
岩
屋
弁
財
天
像
』

　
　
　
（『
特
別
展　

江
の
島
』、
遊
行
寺
宝
物
館
、
二
〇
二
一
・
七
）



八
四

東
寺
夜
叉
神
（
摩
多
羅
神
）・
三
面
大
黒
天

⑯
守
覚
『
御
記
』
東
寺
夜
叉
神
事
﹇
大
正
七
十
八

－

六
一
四
上
﹈

大
師
御
入
定
後
、
於
二
西
御
堂
一
授
二
檜
尾
僧
都
一
給
条
条
有
レ
之
。
摩
多
羅
神
其
一
也
。
大
師
云
、
此
寺
有
二
奇
神
一
名
二
夜
叉
神

0

0

0

一
。
摩
多

0

0

羅0

則
是
也
。
持
者
告
二
吉
凶
一
神
也
。
其
形
三
面
六
臂
﹇
云
云
﹈。
彼
三
面
者
三
大
也
。
中
面
金
色
。
左
面
白
色
。
右
面
赤
色
也
。
中
聖
天

0

0

0

。

左0

吒0

吉
尼

0

0

。
右
弁
才

0

0

0

也
。
毎
月
十
五
日
可
レ
供
レ
之
。
此
神
具
二
大
慈
悲
一
、
不
レ
生
二
怨
害
一
、
除
レ
災
与
レ
福
。
天
長
御
記
云
、
東
寺
有
二
守

護
天
等
一
。
稲
荷
明
神
使
者

0

0

0

0

0

0

也
。
名
二
大
菩
提
心
使
者
神
一
﹇
云
云
﹈。

　

こ
こ
で
は
、
聖
天
・
ダ
キ
ニ
天
・
弁
才
天
の
三
面
を
一
体
に
持
つ
夜
叉
神
を
、
摩
多
羅
神
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
神
は
稲
荷
神
の
使
い

で
あ
る
と
も
い
う
。
こ
の
よ
う
な
像
は
東
寺
に
現
存
せ
ず
、
現
在
、
東
寺
の
夜
叉
神
堂
に
安
置
さ
れ
る
夜
叉
神
像
は
雌
雄
と
も
い
わ
れ
る
一
対

の
夜
叉
像
で
あ
る
。
な
お
、
宝
寿
院
蔵
『
三
天
像
』（
図
３
）
な
ど
、
聖
天
・
ダ
キ
ニ
天
・
弁
才
天
の
三
面
を
持
つ
像
自
体
に
は
例
が
あ
る
。

な
お
、
比
叡
山
常
行
堂
に
も
、
円
仁
が
感
得
し
た
と
さ
れ
る
「
摩
多
羅
神
」
が

祀
ら
れ
る
。
こ
の
摩
多
羅
神
は
二
童
子
を
伴
う
和
装
の
翁
と
し
て
描
か
れ
、
姿

は
東
寺
の
も
の
と
は
異
な
る
が
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
常
行
堂
摩
多
羅
神
事
に
は
、

大
黒
天
・
ダ
キ
ニ
天
と
の
同
体
説
が
見
え
、
東
寺
の
摩
多
羅
神
と
共
通
の
原
型

を
持
っ
た
信
仰
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
中
央
に
大
黒
天
、
左
右
に
弁
才
天
・
毘
沙
門
天
の
面
を
配
し
、
二
臂

あ
る
い
は
六
臂
を
持
つ
三
面
大
黒
天
像
が
、
比
叡
山
を
中
心
に
福
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
面
大
黒
天
は
、
室
町
時
代
に
東
寺
の
摩
多
羅
神
の
影

響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
だ
と
彌
永
信
美
氏
が
指
摘
し
て
い
る）

23
（

。

ダ
キ
ニ
天

　

弁
才
天
と
の
同
体
関
係
が
表
現
さ
れ
た
図
像
の
ひ
と
つ
に
、
ダ
キ
ニ
天）
24
（

像
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ダ
キ
ニ
天
は
元
来
イ
ン
ド
の
夜
叉
神
で
、
仏
教
に
お
い
て
は
大
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図
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宝
寿
院
蔵
『
三
天
図
』（
長
野
市
立
博
物
館
『
狐
に
ま
つ

わ
る
神
々
』、
長
野
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
五
・
三
）



文
献
と
造
像
に
み
る
弁
才
天
と
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合

八
五

黒
天
の
眷
属
と
も
さ
れ
る
女
天
で
あ
る
。
日
本
独
自
の
姿
と
し
て
、
ダ
キ
ニ
天
あ
る
い
は
稲
荷
神
の
像
は
、
狐
に
乗
り
、
剣
と
珠
を
持
つ
女
神

の
姿
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
女
神
は
二
臂
の
宇
賀
弁
才
天
像
と
同
じ
姿
で
あ
り
、
作
例
に
よ
っ
て
は
宇
賀
神
を
頭
上
に
戴
く
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
ダ
キ
ニ
天
曼
荼
羅
の
中
に
は
、
弁
才
天
・
毘
沙
門
天
・
聖
天
な
ど
を
含
む
多
面
多
臂
像
で
狐
に
乗
る
姿
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
場

合
、
周
囲
に
弁
才
天
の
眷
属
で
あ
る
十
五
童
子
が
描
か
れ
た
り
、
ダ
キ
ニ
天
あ
る
い
は
乗
っ
て
い
る
狐
の
手
足
に
蛇
が
巻
か
れ
る
こ
と
が
多

く
、
像
の
構
成
要
素
の
中
で
弁
才
天
に
由
来
す
る
も
の
が
大
き
い
。

堅
牢
地
神

　

堅
牢
地
神
は
、
弁
才
天
と
同
じ
く
『
金
光
明
経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
な
ど
に
説
か
れ
る
護
法
善
神
で
、
経
典
が
説
か
れ
る
場
所
に
お
い

て
大
地
の
恵
み
を
も
た
ら
す
こ
と
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、
十
二
天
の
一
尊
で
あ
る
。『
注
好
選
』・『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、「
虎
の
威
を
借
る

狐
」
が
最
終
的
に
堅
牢
地
神
と
な
る
説
話
が
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿）
25
（

で
論
じ
た
が
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。

⑰
東
寺
観
智
院
本
『
注
好
選
』
下
巻
「
狐
ハ
仮
虎
威
第
卅
三
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

摂
寿
経
云
、
乃
往
過
去
宝
幢
仏
ノ
時
有
レ
国
、
名
二
出
婆
国
一
。
有
レ
山
、
名
二
祐
咤
山
ト

一
。
其
山
ニ
有
二
一
狐
一
、
名
二
地
徳
ト

一
。
仮
テ

二
虎
ノ

威
ヲ

一
、一
切
ノ
禽
獣
ヲ
令
二
怖
畏
一
。（
中
略
）
今
仙
人
以
二
慈
悲
一
授
記
云
、
汝
命
終

後
、
尺
迦
世
成
二
菩
薩
一
得
二
二
名
一
。
一
云
二
大
弁
才
天

0

0

0

0

一
、
二
名
二
堅
牢
地
神

0

0

0

0

一
。

□
八
万
四
千
鬼
神
為
二
士
卒
一
、一
切
衆
生
与
ヘ

レ
福
。
授
記
了
テ
忽
隠
ヌ
。
尓
時
仙
人

文
殊
是
也
。
狐
者
堅
牢
地
神
是
也
。
此
菩
薩
、
高
千
丈
九
億
四
千
鬼
神
以
為
レ
伴
。

有
二
八
手

0

0

一
。
二
手

0

0

ハ0

合
掌

0

0

、
六
手
印
鎰

0

0

0

0

ト0

・
鎌0

ト0

・
鍬0

ト0

・
鉏0

ト0

等0

ナ
リ
0

0

持
。
一
切
衆

生
ニ
五
穀
ヲ
作
テ
与
フ
ル
者
也
。
仍
一
念
ノ
菩
提
心
不
可
思
議
也
。

　

狐
は
釈
迦
仏
の
世
で
菩
薩
と
な
り
、「
大
弁
才
天
」
と
「
堅
牢
地
神
」
の
二
つ
の
名

を
得
る
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
弁
才
天
と
堅
牢
地
神
と
が
同
体
と
さ
れ
る
。
ま
た
堅

牢
地
神
の
姿
に
つ
い
て
、
八
臂
で
「
印
鎰
・
鎌
・
鍬
・
鉏
」
な
ど
を
持
つ
と
い
う
。
堅

牢
地
神
（
地
天
）
は
通
常
、
二
臂
で
花
を
盛
っ
た
鉢
、
あ
る
い
は
水
瓶
を
持
っ
た
女
天

204

図
４　
『
覚
禅
抄
』
地
天
法

　
　
　
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
五
）



八
六

の
姿
で
描
か
れ
る
が
、
一
部
の
図
像
に
、
四
臂
で
農
具
を
持
つ
女
神
形
の
も
の
が
あ
る
（
図
４
・
５
）。

図
に
は
、
弁
才
天
像
と
同
じ
だ
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
り
、
弁
才
天
像
を
も
と
に
持
物
を
変
え
て
作
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

大
黒
天
・
毘
沙
門
天

　

弁
才
天
と
大
黒
天
・
毘
沙
門
天
が
結
び
つ
い
た
例
に
は
、
先
に
述
べ
た
三
面
大
黒
天
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
弁
才
天
の
図
像
に
お
い
て
も
、
共
に
描
か
れ
る
頻
度
が
最
も
高
い
の
が
大
黒
天
、
次
い
で
毘
沙
門

天
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
ど
ち
ら
も
宇
賀
弁
才
天
信
仰
の
流
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
鳥
谷
武

史
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る）
26
（

。

　

大
黒
天
を
中
心
に
し
た
図
像
で
は
、
走
り
大
黒
天
と
呼
ば
れ
る
像
で
、
大
黒
天
（
大
国
主
と
習
合

し
、
袋
を
持
っ
た
姿
で
造
ら
れ
る
）
の
持
つ
袋
の
中
に
八
臂
弁
才
天
と
十
五
童

子
、
そ
し
て
ダ
キ
ニ
天
と
み
ら
れ
る
女
神
が
描
か
れ
る
（
図
６
）。

　

ダ
キ
ニ
天
や
四
臂
堅
牢
地
神
の
造
形
に
は
、
弁
才
天
ま
た
は
宇
賀
弁
才
天
の

要
素
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
弁
才
天
像
が
早
く
か
ら
作
ら
れ
、
そ
の

姿
が
広
く
浸
透
し
て
い
た
た
め
、
新
し
い
尊
格
を
造
像
す
る
上
で
土
台
と
な
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
中
世
日
本
の
天
部
信
仰
に
お
い
て
、
弁
才

天
及
び
宇
賀
神
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
も
示
す
も
の
と
い
え

る
。

　

竹
生
島
や
天
川
の
弁
才
天
像
・
弁
才
天
曼
荼
羅
に
は
、
弁
才
天
の
眷
属
で
あ

る
十
五
童
子
の
他
に
、
弁
才
天
と
同
体
説
の
あ
る
大
黒
天
や
荒
神
な
ど
様
々
な

仏
神
が
画
面
中
に
描
か
れ
る
。
天
川
弁
才
天
に
お
い
て
は
、
中
世
に
、
人
身

に
三
つ
の
蛇
頭
を
持
つ
十
臂
弁
才
天
の
像
が
成
立
し
、
そ
の
周
囲
に
は
十
五
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図
６　

�

個
人
蔵
『
大
黒
天
像
』（
長
野
市
立
博
物
館
『
狐
に
ま
つ

わ
る
神
々
』、
長
野
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
五
・
三
）

図
５　

寛
信
『
伝
受
集
』
巻
三

　
　
　
［
大
正
七
八

－

二
四
三
下
］
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八
七

童
子
・
大
黒
天
に
加
え
て
ダ
キ
ニ
天
信
仰
に
由

来
す
る
狐
な
ど
が
描
か
れ
る
（
図
７
）。
近
世

か
ら
近
代
に
か
け
て
刷
ら
れ
、
数
多
く
流
通
し

た
「
竹
生
島
出
現
之
図
（
竹
生
島
出
現
尊
像
と

も
）」（
図
８
）
に
は
、
弁
才
天
が
九
頭
龍
の
上

に
乗
っ
て
い
る
こ
と
や
、
雲
の
中
に
四
天
王
・

韋
駄
天
そ
の
他
の
護
法
神
が
数
多
く
描
か
れ
る

こ
と
な
ど
特
徴
が
あ
る
が
、
中
で
も
特
異
な
点

は
、
四
天
王
が
持
物
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
中
国

で
近
世
以
降
に
発
達
し
た
像
容
に
近
い
と
い
え

る
こ
と
、
四
天
王
の
毘
沙
門
天
と
は
別
に
、
宝

塔
を
持
っ
た
毘
沙
門
天
（
托
塔
天
王
）
が
い
る
こ
と
で
あ
る）
27
（

。
弁
才
天
と
と
も
に

多
様
な
尊
格
が
描
か
れ
る
こ
れ
ら
の
例
に
対
し
て
、
本
節
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う

に
、
近
世
の
刷
物
を
中
心
と
し
た
江
島
弁
才
天
の
図
像
に
描
か
れ
る
の
は
、
弁
才

天
の
ほ
か
に
眷
属
で
あ
る
十
五
童
子
と
、
大
黒
天
・
毘
沙
門
天
の
み
で
あ
る
。
な

ぜ
、
弁
才
天
と
結
び
付
い
た
多
く
の
尊
格
が
描
か
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

謡
曲
な
ど
で
江
島
縁
起
の
物
語
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
縁
起
の

内
容
を
反
映
し
た
図
像
が
造
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
答
え
る
仮
説
の
一
つ
と
し
て
、
近
世
の
江
の
島
が
、
江
戸
な
ど
か
ら
多

く
の
人
々
が
訪
れ
る
行
楽
地
で
あ
っ
た
た
め
に
、
教
説
や
習
合
関
係
が
図
像
に
表

さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。
そ
う
し
た
来
島
者
に
頒
布
さ
れ
る
刷
物
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図
７　

�

能
満
院
蔵
『
天
河
弁
財
天
曼
荼
羅
図
』

　
　
　
（
長
野
市
立
博
物
館
『
狐
に
ま
つ
わ
る
神
々
』、
長
野
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
五
・
三
）

図
８　

�

早
稲
田
大
学
図
書
館
ゴ
ル
ド
ン
文
庫
蔵
『
弁
財
天
及

び
十
五
童
子
像
』



八
八

に
お
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
弁
才
天
と
の
繋
が
り
が
強
く
、
か
つ
福
の
神
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
大
黒
天
・
毘
沙
門
天
が
描
か
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

五
、
結
び

　

小
稿
で
は
、
弁
才
天
と
諸
仏
・
菩
薩
と
の
習
合
お
よ
び
同
体
説
に
つ
い
て
、
江
島
縁
起
を
起
点
と
し
て
、
文
献
と
造
像
例
か
ら
検
討
し
、
次

の
二
点
を
論
じ
た
。

　

ま
ず
、
江
島
縁
起
の
本
文
か
ら
、
弁
才
天
の
本
地
説
を
検
討
し
た
。
江
島
縁
起
諸
本
に
お
い
て
、
道
智
・
良
真
お
よ
び
栄
西
を
除
く
高
僧
の

来
島
記
事
で
は
、
弁
才
天
の
本
地
が
み
な
釈
迦
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
ま
た
、
役
行
者
か
ら
安
然
ま
で
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
本
地
が

釈
迦
か
ら
阿
弥
陀
へ
移
っ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
弁
才
天
と
阿
弥
陀
の
結
び
つ
き
は
、
宇
賀
弁
才
天
関
係
の
疑
偽
経
典
で
あ
る
『
最
勝
護

国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
弁
才
天
の
本
地
を
阿
弥
陀
と
す
る
の
は
、
宇
賀
弁
才
天
信
仰
を
受
け
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
お
け
る
天
川
・
厳
島
・
竹
生
島
の
三
所
弁
才
天
説
を
、
同
じ
く
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の

「
本
地
事
」
の
記
述
に
照
ら
す
と
、
天
川
＝
地
蔵
・
竹
生
島
＝
観
音
は
宇
賀
弁
才
天
、
厳
島
は
妙
音
弁
才
天
と
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
図
像
に
現
れ
た
弁
才
天
と
他
の
仏
・
菩
薩
・
神
と
の
習
合
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
、
江
の
島
に
お
け
る
図
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

弁
才
天
の
図
像
に
そ
の
本
地
を
描
く
例
は
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、
ダ
キ
ニ
天
や
堅
牢
地
神
な
ど
、
弁
才
天
と
同
体
関
係
に
あ

る
尊
格
の
像
に
は
、
弁
才
天
の
姿
で
造
像
さ
れ
た
り
、
弁
才
天
の
要
素
が
強
く
表
れ
た
形
で
表
現
さ
れ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
弁

才
天
像
が
早
く
か
ら
造
ら
れ
て
そ
の
後
の
造
形
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
中
世
日
本
の
天
部
信
仰
に
お
い
て
、（
宇
賀
）
弁
才
天
が
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
江
の
島
弁
才
天
の
図
像
に
は
、
天
川
や
竹
生
島
と
異
な
り
、
弁
才
天
の
眷
属

で
あ
る
十
五
童
子
と
、
大
黒
天
・
毘
沙
門
天
し
か
描
か
れ
な
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
観
光
地
と
な
っ
て
い
た
近
世
の
江
の
島
で
は
、
刷
物
に

お
い
て
、
福
の
神
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
か
つ
弁
才
天
と
の
関
連
が
強
い
大
黒
天
・
毘
沙
門
天
の
み
が
描
か
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
江
島
縁
起
に
お
け
る
弁
才
天
の
本
地
説
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
即
し
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
小
稿
に
よ
っ

201
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八
九

て
、
縁
起
本
文
に
現
れ
た
弁
才
天
信
仰
の
解
明
に
僅
か
な
が
ら
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
竹
生
島
や
天
川
・
箕
面
な
ど

の
、
弁
才
天
信
仰
を
伝
え
る
他
の
寺
社
縁
起
に
お
い
て
も
、
弁
才
天
の
本
地
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
着
目
し
本
文
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
中
世
日
本
の
弁
才
天
信
仰
が
ど
の
よ
う
に
共
有
さ
れ
、
あ
る
い
は
寺
社
ご
と
に
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
江
島
縁
起
で
は
弁
才
天
の
本
地
に
阿
弥
陀
如
来
や
釈
迦
如
来
が
充
て
ら
れ
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
で
も
各
地
の
弁
才
天
に
仏
・
菩
薩
が

配
当
さ
れ
て
い
る
が
、
弁
才
天
の
本
地
を
図
像
で
表
し
た
例
は
確
認
で
き
な
い
。
神
道
曼
陀
羅
の
よ
う
に
神
社
の
神
を
本
地
仏
の
姿
で
表
す
も

の
と
異
な
り
、
も
と
か
ら
仏
教
の
天
部
で
あ
る
弁
才
天
は
、
如
来
や
菩
薩
が
そ
の
本
地
と
し
て
説
か
れ
な
が
ら
も
、
図
像
の
中
に
本
地
説
が
表

現
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る）
28
（

。

〔
付
記
〕 

小
稿
は
二
〇
二
一
年
一
〇
月
三
〇
日
、
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
二
〇
二
一
年
度
秋
期
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
成
稿
し

た
も
の
で
あ
る
。
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［
注
］

（
１
） 

中
世
以
後
「
弁
財
天
」
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
資
料
中
の

用
例
を
除
き
「
弁
才
天
」
に
統
一
す
る
。
弁
才
天
に
関
す
る
主
な
研
究

に
は
、
喜
田
貞
吉
『
福
神
研
究
』、
日
本
学
術
普
及
会
、
一
九
三
五
・

九
、
根
立
研
介
『
吉
祥
・
弁
才
天
像
』（
日
本
の
美
術
三
一
七
）、
至
文

堂
、
一
九
九
二
・
一
〇
、
田
代
有
樹
女
「
佛
教
に
お
け
る
女
神
像
の
位

置
（
一
）
辯
才
天
」（『
名
古
屋
造
形
芸
術
大
学
名
古
屋
造
形
芸
術
短
期

大
学
紀
要
』
第
一
号
、
一
九
九
五
・
三
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
） 『
大
日
経
』
お
よ
び
そ
の
註
釈
で
は
妙
音
天
・
美
音
天
な
ど
と
も
呼
ば

れ
、
弦
楽
器
の
ヴ
ィ
ー
ナ
を
弾
く
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
ー
ナ
は
琵

琶
に
相
当
す
る
。

（
３
） 

鳥
谷
武
史
「
中
世
に
お
け
る
宇
賀
弁
才
天
信
仰
の
研
究
│
叡
山
と
「
江

島
縁
起
」 

│
」、
博
士
論
文
（
金
沢
大
学
）、
二
〇
一
七
・
三
。

（
４
） 

田
中
貴
子
「「
足
引
宮
」
転
生
│ 「
厳
島
本
地
」
に
お
け
る
主
人
公
の

復
活
・
吉
祥
天
か
ら
弁
才
天
へ
」（『
国
文
学
攷
』
第
一
〇
五
号
、
一
九

八
五
・
三
↓ 『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』（
デ
ィ
ヴ
ィ
ニ
タ
ス
叢
書
四
）、
砂

子
屋
書
房
、
一
九
九
三
・
六
↓ 『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』（
平
凡
社
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
五
七
一
）、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
・
三
）。

（
５
） 
山
本
ひ
ろ
子
『
異
神
│
中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』、
平
凡
社
、
一
九

九
八
・
三
↓ 『
異
神
│
中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』
上
・
下
（
ち
く
ま
学

芸
文
庫
）、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
三
・
六

－

七
。

（
６
） 

中
島
彩
花
「
中
世
弁
才
天
曼
荼
羅
に
み
る
神
仏
の
化
現
│
天
川
弁
才



九
〇
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天
図
像
を
中
心
に
」（『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
九
号
、
二

〇
〇
九
・
三
）・
同
「
天
川
弁
才
天
曼
荼
羅
に
お
け
る
蛇
頭
人
身
弁
才
天

像
に
つ
い
て
」（『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
十
二
号
、
二
〇
一

二
・
三
）。

（
７
） 

田
中
亜
美
「
狐
と
堅
牢
地
神
│
日
本
に
お
け
る
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話

の
受
容
と
『
摂
寿
経
』 

│
」（『
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
十
六
輯
、
二
〇

二
一
・
三
）。

（
８
） 

田
中
亜
美
「「
江
島
縁
起
」
の
諸
本
と
研
究
史
」（『
ア
ジ
ア
の
文
化
と

思
想
』
第
二
十
九
号
、
二
〇
二
一
・
三
）。

（
９
） 

近
世
に
江
の
島
全
体
を
支
配
し
た
別
当
岩
本
院
が
廃
さ
れ
、
現
在
は

旅
館
岩
本
楼
と
な
っ
て
い
る
。

（
10
） 〈
藤
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
八
〇
〉、
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
・
鎌

倉
国
宝
館
編
『
鎌
倉
の
絵
巻
Ⅱ
（
室
町
時
代
）』（
鎌
倉
国
宝
館
図
録
第

二
十
六
集
）、
鎌
倉
国
宝
館
、
一
九
八
七
・
九
。

（
11
） 

向
坂
卓
也
「
相
州
得
瑞
嶋
上
之
宮
縁
起
に
つ
い
て
│
翻
刻
と
紹
介
」

（『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
一
九
号
、
二
〇
〇
七
・
一
〇
）。

（
12
） 『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
三
五
頁
中
段
。
以
下
同
様
に
略
記
す
る
。

な
お
梵
字
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

文
字
画
像
を
引
用
し
た
。

（
13
） 

注
（
４
）
論
文
参
照
。
ま
た
、『
正
（
聖
）
法
輪
蔵
』
を
は
じ
め
と
し

た
、
文
保
本
と
総
称
さ
れ
る
聖
徳
太
子
伝
の
一
部
に
は
、
太
子
三
十
一

歳
の
記
事
に
厳
島
の
縁
起
が
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
龍
王

に
四
人
の
娘
が
い
て
、
長
女
を
『
法
華
経
』
の
龍
女
、
次
女
を
厳
島
、

三
女
を
竹
生
島
、
四
女
を
江
島
と
す
る
。
文
保
本
に
つ
い
て
は
、
阿
部

泰
郎
「『
聖
徳
太
子
伝
暦
』『
仏
法
最
初
弘
仁
伝
』『
松
子
伝
』
解
題
」（
国

文
学
研
究
資
料
館
編
『
聖
徳
太
子
伝
集
』（
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
第

五
巻
）、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
・
三
）
参
照
。

（
14
） 

善
如
龍
王
は
「
善
女
龍
王
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。
善
如
龍
王
に
つ
い

て
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
レ
ン
ソ
ン
『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍
│
中
世
真
言

密
教
の
深
層
』、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
・
三
、
藤
巻
和
宏

『
聖
な
る
珠
の
物
語
│
空
海
・
聖
地
・
如
意
宝
珠
』（
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
〈
書

物
を
ひ
ら
く
〉
一
〇
）、
平
凡
社
、
二
〇
一
七
・
一
一
参
照
。

（
15
） 『
合
部
金
光
明
経
』
巻
二
・
四
天
王
品
﹇
大
正
一
六

－

三
八
二
中
﹈
に

も
同
文
。

（
16
） 

高
橋
悠
介
「
能
楽
に
摂
取
さ
れ
た
法
華
・
阿
弥
陀
・
観
音
融
和
の
偈

句
│ 「
昔
在
霊
山
名
法
華
」
偈
の
源
流
と
展
開
」（
前
田
雅
之
編
『
画
期

と
し
て
の
室
町
│
政
事
・
宗
教
・
古
典
学
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
・

一
〇
）。

（
17
） 『
聞
書
』
は
こ
の
偈
文
を
「
観
音
悲
華
経
言
」
と
し
て
、『
法
華
経
直

談
鈔
』『
謡
抄
』
は
南
岳
慧
思
の
言
葉
と
し
て
引
く
。

（
18
） 

道
智
の
来
島
記
事
は
、
道
智
に
食
を
供
養
す
る
龍
女
が
ど
こ
か
ら
来

る
の
か
知
ろ
う
と
、
衣
服
の
裾
に
付
け
た
糸
を
辿
っ
て
龍
窟
に
た
ど
り

着
い
た
が
、
龍
女
の
怒
り
を
買
っ
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
あ
る
。

（
19
） 

真
名
本
に
お
け
る
空
海
の
来
島
記
事
に
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
弁

才
天
を
讃
嘆
す
る
偈
文
が
引
用
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
中
の
弁
才
天
の

持
物
に
関
す
る
記
述
が
真
名
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
鳥
谷
武
史
氏

は
こ
れ
に
つ
い
て
、
真
名
本
撰
述
者
は
、
こ
の
場
面
の
弁
才
天
を
『
金

光
明
最
勝
王
経
』
と
は
持
物
の
異
な
る
宇
賀
弁
才
天
と
し
て
描
き
た
か
っ

た
た
め
に
、
具
体
的
な
持
物
の
描
写
を
削
除
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。

注
３
論
文
参
照
。
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（
20
） 『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
お
け
る
厳
島
弁
才
天
に
つ
い
て
は
、
藪
元
晶
「『
渓

嵐
拾
葉
集
』
の
厳
島
弁
才
天
に
つ
い
て
」（『
久
里
』
第
三
十
八
号
、
二

〇
一
七
・
一
）
参
照
。
藪
氏
は
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
弁
才
天
縁
起
が
、

天
川
縁
起
を
最
初
に
置
く
の
は
、
⑬
で
天
川
を
「
日
本
第
一
の
弁
財
天
」

と
す
る
説
に
基
づ
き
、
天
川
を
最
も
重
要
と
位
置
付
け
た
こ
と
に
因
る

と
見
て
い
る
。
ま
た
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
厳
島
の
記
事
に
は
弁
才
天
の

こ
と
が
記
さ
れ
な
い
理
由
を
、
光
宗
が
弁
才
天
の
記
事
を
求
め
な
が
ら

も
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
即
ち
当
時
の
厳
島
神
社
で
は
、
厳
島
明
神
を
弁

才
天
と
す
る
資
料
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
厳
島

弁
才
天
の
記
事
が
天
川
縁
起
の
中
の
⑬
と
、
竹
生
島
縁
起
の
後
に
記
さ

れ
た
六
所
弁
才
天
の
二
箇
所
で
あ
る
こ
と
、
六
所
弁
才
天
も
ま
た
天
川

を
筆
頭
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
お
け
る

厳
島
弁
才
天
の
説
は
天
川
の
資
料
に
拠
る
と
す
る
。
こ
れ
に

加
え
て
、
一
三
世
紀
末
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
金
峰
山
秘
密

伝
』
で
は
日
本
の
弁
才
天
霊
場
の
第
一
を
天
川
、
第
二
を
竹

生
島
、
第
三
を
江
島
、
第
四
を
厳
島
と
す
る
こ
と
か
ら
、
厳

島
に
お
け
る
弁
才
天
信
仰
は
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
成
立
時
点
で

は
、
厳
島
の
外
部
で
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
。

（
21
） 

濱
中
修
氏
は
、『
平
家
物
語
』
長
門
本
・
四
部
合
戦
状
本
に

お
い
て
建
礼
門
院
が
妙
音
菩
薩
の
化
身
な
い
し
垂
迹
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
妙
音
菩
薩
が
弁
才
天
の
み
な
ら
ず
、

文
殊
菩
薩
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
龍
女
＝
厳

島
明
神
の
変
化
で
あ
る
安
徳
天
皇
を
成
仏
へ
と
導
く
建
礼
門

院
に
、
文
殊
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る

（
濱
中
修
「
建
礼
門
院
妙
音
菩
薩
考
」、『
国
士
舘
人
文
学
』
第

五
号
、
二
〇
一
五
・
三
）。

（
22
） 

江
島
神
社
奉
安
殿
に
あ
る
八
臂
・
二
臂
一
体
ず
つ
の
弁
才
天
坐
像
や
、

室
町
期
の
作
と
さ
れ
、
大
黒
天
・
毘
沙
門
天
に
加
え
て
恵
比
寿
が
描
か

れ
た
藤
沢
市
所
蔵
の
『
弁
財
天
十
五
童
子
像
』（
図
９
）
な
ど
、
江
の
島

と
そ
の
周
辺
に
伝
来
し
た
弁
才
天
像
は
、
江
島
弁
才
天
と
し
て
造
像
さ

れ
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
江
島
神
社
の
八
臂
・

二
臂
像
は
そ
れ
ぞ
れ
一
般
的
な
宇
賀
弁
才
天
像
・
妙
音
弁
才
天
像
で
あ

り
、
弁
才
天
単
体
で
あ
る
た
め
他
尊
と
の
習
合
関
係
は
読
み
取
れ
な
い
。

ま
た
明
確
に
江
島
弁
才
天
と
示
さ
れ
て
い
な
い
図
像
は
、
本
稿
で
は
考

察
の
対
象
と
し
な
い
。
な
お
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
刷
ら
れ
た
護

符
に
は
、「
江
島
大
神
」
と
し
て
、
弁
才
天
の
姿
で
は
な
く
日
本
的
な
女

図
９　

�

藤
沢
市
蔵
『
弁
財
天
十
五
童
子
像
』

　
　
　
（『
特
別
展　

江
の
島
』、
遊
行
寺
宝
物
館
、
二
〇
二
一
・
七
）
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神
の
姿
で
描
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。

（
23
） 
彌
永
信
美
『
大
黒
天
変
相
』（
仏
教
神
話
学
Ⅰ
）、
法
蔵
館
、
二
〇
〇

二
・
四
。

（
24
） 「
ダ
キ
ニ
」
の
表
記
は
荼
吉
尼
・
吒
枳
尼
な
ど
複
数
あ
る
た
め
、
こ
こ

で
は
カ
タ
カ
ナ
に
統
一
す
る
。

（
25
） 

田
中
亜
美
「
四
臂
堅
牢
地
神
の
形
成
と
『
摂
寿
経
』」（『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
六
十
九
巻
第
二
号
、
二
〇
二
一
・
一
）、
注
（
７
）
論
文
参
照
。

（
26
） 

注
（
３
）
論
文
参
照
。

（
27
） 

中
国
に
お
け
る
四
天
王
像
に
つ
い
て
は
、
二
階
堂
義
弘
「
明
清
期
に

お
け
る
四
天
王
像
の
変
容
」（『
明
清
期
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
発
展
』、

関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
・
二
）
参
照
。

（
28
） 

弁
才
天
の
本
地
は
描
か
れ
な
い
が
、
神
の
本
地
と
し
て
の
弁
才
天
が

描
か
れ
た
も
の
が
、
各
地
の
弁
才
天
の
図
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で

き
る
。
江
島
明
神
の
刷
り
物
を
例
に
す
れ
ば
、
江
島
明
神
の
本
地
と
し

て
弁
才
天
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
神
道
曼
陀
羅
と
同
様
の
構

造
で
あ
る
。
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On the Relationship between Benzaiten （Sarasvatī） and Buddhas, 
Bodhisattvas, and Deities: From the Enoshima-Engi

TANAKA Ami

First, from the text of Enoshima-Engi 江島縁起, I examined the theory of the 
true form of Benzaiten 弁才天. In the various books of Enoshima-Engi, the true 
form of Benzaiten is Shakyamuni Buddha and Amitabha Buddha. The connection 
between Benzaiten and Amitabha may be based on the belief in Uga-Benzaiten 宇
賀弁才天. In addition, regarding the three Benzaiten: Tenkawa 天川, Itsukushima 
厳島, and Chikubujima 竹生島 in the Keiran-Shuyoshu 渓嵐拾葉集, it can be 
said that the Benzaiten of Tenkawa and Chikubushima are Uga-Benzaiten, but 
Itsukushima isn’t.

Second, the iconography on Benzaiten, especially Enoshima, is reviewed. 
There are no examples of Benzaiten images depicting its true form. On the other 
hand, there are many images of deities such as Dakini 吒枳尼天 and Pṛthivī 堅牢
地神 that are created with the elements of Benzaiten. This indicates that the images 
of Benzaiten became the basis for subsequent images, and that （Uga） Benzaiten 
occupied an important position in medieval Japan. In addition, the images of 
Enoshima-Benzaiten depict only Benzaiten, Jugo-douji 十五童子, Daikokuten 大
黒天 and Bishamonten 毘沙門天. It may be that only well- known deities of good 
fortune were depicted in the prints in the early modern period, when Enoshima was 
a tourist attraction.

In the Enoshima-Engi, Shakyamuni and Amitabha are assigned as the true 
forms of Benzaiten, and in the Keiran-Shuyoshu, various buddhas and bodhisattvas 
are assigned to Benzaiten, but there are no examples of the true forms of Benzaiten 
represented. Unlike Shinto mandalas 神道曼陀羅, in which the deities of shrines 
are represented as figures of buddhas and bodhisattvas, Benzaiten, which was 
originally deva, was represented in its own form.


